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今年度要求のポイント

区分
その他一般施策

(単位　千円)

2 局・課名 子ども青少年局　子ども家庭課1 3
マスタープラン

３つの挑戦
子育て

マスタープラン

施策番号
3整理番号 14 - 044

事業期間 　H20～

平成24年度決算額

Ｈ16年～20年7月ファミリサポートデイサー
ビス事業として実施, Ｈ20年8月対象者・補
助経費を拡充し障害児放課後活動等支援
事業実施として実施。

事業の継続実施

【経過（～25年度）】 【26年度】

　次の事業に取り組む団体に補助を行う。
・創作活動、スポーツ、遊び、生活体験等、障害のある子どもが主体
となる放課後活動等の場の提供
・本事業を通じての地域との交流、連携等

【利用概要】
①利用者：市内に居住し、かつ、支援学校小・中・高等部又は
         小中高等学校に通学する障害児
②開所日：基本型は週４日以上（長期休業期間に開所する場合は年間
         ２５日以上開所）
　　　　　長期休業型は年間３０日以上開所
③開所時間：放課後は１日２時間以上、土日祝日・長期休業期間は
           １日６時間以上の開所

事業目的

事業内容

障害児放課後活動等支援事業補助金

その他

4,04611,76812,002

4,046 2ヶ所

内容・積算等項目

　国制度である放課後等デイサービス事業では実施できない活動の実施や、保護
者ニーズを反映した実施（補助）団体独自の活動を支援するための必要経費を要
求する。

25年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

11,768

事業の継続実施

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 4,046

関連事業

事 業 名 障害児放課後活動等支援事業

11,768

事 業 費

　障害児が地域の中で安心して過ごせるとともに、家族以外とのかか
わりから社会性をはぐくみ、自立に向けた生活体験の場として、子ど
もが主体となる放課後活動等の場を提供する。また、保護者への子育
て支援を図る。


